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現在の大洲

今 月 の 表 紙

人の動き（先月比）

人　口　41,570人　（－ 55 ）
　男　　19,928人　（－ 17 ）
　女　　21,642人　（－ 38 ）
世帯数　19,774世帯（－ 27 ）

交通事故（昨年同期）

　件　数　21件（  18 件）
　死　者　　1人（     0 人） 
　負傷者　24人（  22 人）

（2021年５月末現在）

　菅田地区でも肱川緊
急治水対策による築堤
工事が進んでいます。
　しかし、近年の激甚
化する自然災害を踏ま
えるとハード整備だけ
では対応できません。
今年は、平年より３週
間ほど早く５月15日㈯
に梅雨入りしました。
災害の備えについて今
一度、確認しましょう。
（４ページに特集掲載）

C O N T E N T S 　 目 次
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７ 月の納税など　納期限は 8 月 2 日㈪です。

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」をご利用ください。
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　今年１月に行われた日本ジャンプロープ連合が主催する「IJRU ALL JAPAN 
2021（全国大会）」に出場した大洲なわとびクラブ所属の８人の選手が、「IJRU
世界選手権大会2021」（なわとびの世界大会）に出場します。
　この大会は、世界のトップ選手やトップチームによるハイレベルな戦いが繰
り広げられるシングルロープやダブルダッチの最大級の世界大会で四国から日
本代表に選ばれたのは初の快挙です。新型コロナウイルス感染症の影響で映像
審査だった全国大会に続き、７月にカナダで行われる予定だった世界大会も残
念ながら映像審査となります。コロナ禍の影響で厳しい練習環境にありますが、
８月の映像提出に向けてがんばっていますので応援をよろしくお願いします。
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上岡　百
もも

佳
か

さん　芳
は

我
が

くくるさん　芳
は

我
が

　琉
る

衣
い

さん　山本　羽
わ

花
か

さん

　IJRU （International Jump Rope Union） 
　　　Visual World Championship 2021出場

 シングルロープ団体　ジュニア部門男子 

 シングルロープ団体　ジュニア部門女子 

N E X T き ら め き （大洲なわとびクラブ）

※ 芳我琉衣さんは個人種目「ジュニア部門女子30秒スピード」の代表にも選出されました。
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新型コロナウイルス感染症に関する情報
❶ワクチン接種日の注意点

❸中止したイベント、施設の利用中止など

❷接種後に現れる可能性のある症状

【ワクチン接種後の副反応に関する相談窓口】
愛媛県コールセンター　☎０１２０（５６７）２３１
午前 8 時30分～午後 8 時（休日を含む）

【問い合わせ先】
新型コロナウイルス感染症対策室　☎23－9117

「郷土美化運動（一斉清掃）」を中止します
　今年度の「郷土美化運動（一斉清掃）」は、新型
コロナウイルス感染症拡大防止のため中止します。
　地域の判断によって実施する場合は、ごみ袋の
提供、ごみの収集、保険などの説明を行う必要が
ありますので、必ず事前に市民生活課まで連絡し
てください。

【問い合わせ先】
市民生活課環境保全係　☎24－1710

「平野運動公園プール」を今期閉鎖します
「肱川小学校プール一般開放」を中止します
　例年 7 月から 8 月にかけて開園、一般開放して
いる平野運動公園プールと肱川小学校プールは、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、今期
の施設利用を中止します。

【問い合わせ先】
文化スポーツ課スポーツ推進係　☎24－1734

（八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合運動公園事務局）
肱川公民館　☎34－2307

▽ 接種券は、シールをはがしたり、切ったりしな
いで、そのまま接種会場に持ってきてください。

▽ 自宅で体温を測定して明らかに発熱がある場合
や体調が悪い場合などは接種を控えて、新型コ
ロナウイルス感染症対策室に連絡してください。

▽ 予診票には、必要事項をボールペンで記入して
おいてください。

▽ ワクチン接種を受けた後、会場で15分間の経過
観察を行います。ただし、過去にアナフィラキ
シーを含む重いアレルギー症状を起こしたこと
がある人や、採血などで気分が悪くなったり、
失神などを起こしたことがある人は、30分間の
経過観察を行います。

▽ 障がいがある人や歩行に不安がある人など接種
会場でお手伝いが必要な人は、受付で申し出て
ください。

▽ 予約した日時と場所を確認して、肩を出しやす
い服装で来てください。

　新型コロナウイルスのワクチン接種後には、次
の症状が現れる可能性があります。

　接種直後よりも翌日に痛みを感じている人が多
いようです。疲労感や関節痛、発熱など、 1 回目よ
り 2 回目の方が、頻度が高くなる症状もありますが、
これらの症状の大部分は、接種後数日以内に回復し
ています。接種後に気になる症状が現れたときは、
愛媛県コールセンターに相談してください。

接種
直後

アナフィラキシー
（じんましん・おうと・息苦しさなど） 極めてまれ

血管迷走神経反射（立ち眩
くら

み、失神）
　…緊張などからくるもの

誰にでも起こ
る可能性があ
る体の反応

接種後
数日

経って

接種部位の痛み・疲労・頭痛 50％以上
筋肉痛・悪寒・関節痛・下痢・発熱
接種部位の腫れ 10～50％

吐き気・おうと 1 ～10％

感染回避行動と感染予防対策を徹底しましょう
体調不良時は外出を避ける・マスクを正しく着用する・手指消毒を徹底する

中止イベント（ ６ 月 4 日現在） 開催予定日 開催場所 問い合わせ先

水天宮花火大会 7 月21日㈬ 如法寺河原 観光まちづくり課
観光振興係　　　　　☎24－1717大洲川まつり花火大会　夏の陣 8 月 3 日㈫ 肱南河原

ながはま赤橋夏まつり 8 月 7 日㈯ 長浜港湾緑地 長浜支所地域振興課　☎52－1111

鹿野川夏まつり 8 月 8 日㈰ 肱川支所前通り 肱川支所地域振興課　☎34－2311

山鳥坂夜神楽 8 月13日㈮ 旧岩谷小学校 岩谷自治センター　　☎34－2974

※ 64歳以下の一般接種の日程などは、詳細が決ま
り次第お知らせします。
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（
特
集
）

平
成
30
年
７
月
豪
雨
か
ら
３
年

復
旧
・
復
興
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

市
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
懸
命
な
努
力
と
全
国

各
地
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ま
ち
の
賑に
ぎ

わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

完
全
な
復
旧
・
復
興
に
は
、
道
半
ば
で
す
が
、

市
で
は
、
肱
川
の
治
水
対
策
を
最
優
先
に
、
未

来
に
希
望
を
持
っ
て
安
心
し
て
定
住
で
き
、
移

住
先
や
来
訪
先
と
し
て
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
３
年
間
の
復
旧
・
復
興

の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
肱
川
緊
急
治
水
対
策
】

　

平
成
30
年
９
月
に
肱
川
河
川
激
甚
災
害
対
策
特

別
緊
急
事
業
が
採
択
さ
れ
、
国
土
交
通
省
、
愛
媛

県
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨

と
同
規
模
の
大
雨
で
も
川
の
水
が
越
水
し
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
の
完
成
を
目
指
し

て
、
集
中
的
に
築
堤
や
暫
定
堤
防
の
嵩か
さ

上
げ
な
ど
、

肱
川
の
治
水
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
の
直
轄
管
理
区
間
で
は
、
令
和
元
年
に
下
流

の
惣そ
う

瀬ぜ

地
区
の
築
堤
工
事
が
完
了
し
、
小こ

長な
が

浜は
ま

、

加か

世ぜ

、
小お

貝が
い

地
区
な
ど
の
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
媛
県
の
管
理
区
間
で
は
、

中
流
の
菅
田
地
区
や
久
米
川
の
築
堤
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

菅田地区

菅田地区

久米地区
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【
流
域
治
水
】

　

近
年
、
自
然
災
害
が
頻
発
化
、
激
甚
化
し
て
い
ま
す
。
令
和

元
年
に
は
、
台
風
19
号
に
よ
る
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
関
東
、

甲
信
越
、
東
北
地
方
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
、
戦
後
最
大
を
超

え
る
洪
水
が
発
生
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
も
、
九
州
地
方
を

中
心
に
中
部
や
東
北
地
方
な
ど
、
広
範
な
地
域
で
甚
大
な
被
害

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
気
候
変
動
の
影
響
を
踏
ま
え
て
、
流
域
全
体
の

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
て
流
域
全
体
で
水
害
を
軽
減
さ
せ

る
た
め
に
総
合
的
な
防
災
・
減
災
対
策
を
確
立
す
る
「
流
域
治

水
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
肱

川
で
も
関
係
機
関
に
よ
っ
て
協
議
会
を
設
立
し
て
「
流
域
治
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
ハ
ー
ド
対
策

と
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
対
策
を
加
速
し
て
い
き

ま
す
。【
次
ペ
ー
ジ
参
照
】

　

あ
の
日
、
実
家
か
ら
菅
田
の
自
宅
を
見
に
行
く
と

既
に
水
が
来
て
い
た
。
コ
ン
ビ
ニ
で
お
に
ぎ
り
と
お
茶

を
買
い
、
五
十
崎
回
り
で
実
家
の
あ
る
新
谷
方
面
に

戻
ろ
う
と
考
え
た
が
、
身
動
き
が
取
れ
ず
採
石
場
で

待
機
し
た
。
食
料
を
買
っ
て
い
た
の
が
幸
い
し
た
。
水

が
引
い
て
か
ら
車
で
移
動
す
る
と
き
に
は
、
大
川
の
橋

が
な
か
っ
た
。
翌
日
か
ら
片
付
け
を
し
な
が
ら
、
朝
は

洗
濯
す
る
た
め
に
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
探
し
て
行
列

に
並
び
、
夜
は
お
風
呂
を
探
す
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　

ま
だ
自
宅
の
修
理
も
終
わ
っ
て
い
な
い
。
夏
が
来
る

と
「
ま
た
水
害
が
き
た
ら
」
と
不
安
に
な
る
。
鹿
野

川
ダ
ム
ト
ン
ネ
ル
洪
水
吐ば
き

が
完
成
し
、
築
堤
工
事
も

進
ん
で
い
る
が
、
堤
防
や
山
鳥
坂
ダ
ム
な
ど
の
治
水
施

設
が
一
日
も
早
く
完
成
し
て
水
害
に
備
え
て
ほ
し
い
。

　

自
然
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
一
番
大

切
な
こ
と
は
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
。
川

の
増
水
は
、
思
っ
て
い
る
以
上
の
速
さ
で
あ
り
、
甘
く

見
て
は
い
け
な
い
。
普
段
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
家
族

と
話
し
合
い
、
必
要
な
備
蓄
を
心
が
け
る
な
ど
、
水

害
を
経
験
し
て
身
に
つ
い
た
知
識
を
生
か
し
て
、
災
害

へ
の
備
え
を
万
全
に
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
街
な
か
を
流
れ
る
川
や
水
路
の
ゴ
ミ
を
な

く
し
て
、
き
れ
い
な
水
が
流
れ
る
環
境
を
整
え
て
お
く

こ
と
も
水
害
に
備
え
る
一
つ
の
方
法
だ
と
考
え
る
。

　

川
沿
い
を
気
持
ち
よ
く
散
歩
で
き
る
美
し
い
肱
川

と
と
も
に
、
災
害
に
強
く
、
安
心
し
て
、
ず
っ
と
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
街
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
街
へ

坂
本
　
洋ひ
ろ

乃の 

さ
ん

（
菅
田
町
菅
田
）

小長浜地区 小長浜地区

小貝地区

加世地区
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肱
川
の
水
災
害
に
備
え
て
﹁
肱
川
水
系
流
域
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
策
定
し
ま
し
た

　

大
洲
市
お
よ
び
西
予
市
、
内
子

町
の
肱
川
流
域
３
市
町
と
国
・
県

で
組
織
す
る
肱
川
流
域
治
水
協
議

会
で
は
、
今
年
３
月
に
「
肱
川
水

系
流
域
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
30

年
７
月
豪
雨
の
再
度
災
害
防
止
と
、

近
年
の
気
候
変
動
に
よ
り
頻
発
化
・

激
甚
化
す
る
水
災
害
へ
の
対
策
を

関
係
者
が
協
働
し
て
、
流
域
全
体

で
行
う
治
水
対
策
の
全
体
像
を
と

り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
「
流
域
治
水
」
と
は
、
雨
水
が
河

川
に
流
入
す
る
地
域
（
集
水
域
）

か
ら
、
河
川
な
ど
の
氾
濫
に
よ
り

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
地
域
（
氾
濫

域
）
に
わ
た
る
流
域
全
体
で
、
治

水
対
策
を
行
う
考
え
方
で
す
。

　

肱
川
は
、
勾
配
が
緩
い
う
え
、

数
多
く
の
支
川
を
有
し
、
さ
ら
に

河
口
部
は
両
岸
に
山
が
迫
る
Ｖ
字

谷
が
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大

洲
盆
地
に
洪
水
が
集
中
し
や
す
い

特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
国
、
県
、
流
域
市
町

が
連
携
・
協
力
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
ま
す
。

︻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
内
容
︼

①
氾
濫
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
・
減
ら

す
対
策

　

▽
下
水
道
（
雨
水
・
排
水
施
設
）

の
整
備

　

▽
公
園
貯
留
施
設
の
保
全
・
拡
充

　

▽
水
田
貯
留
の
検
討

　

▽
森
林
整
備　

な
ど

②
被
害
対
象
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の

対
策

　

▽
立
地
適
正
化
計
画
の
推
進

　

▽
二
線
堤
の
保
全
・
拡
充

　

▽
排
水
路
、
止
水
壁
の
整
備

▽
開
発
盛
土
に
対
す
る
規
制　

な
ど

③
被
害
の
軽
減
、
早
期
復
旧
・
復
興

の
た
め
の
対
策

　

▽
国
・
県
・
市
町
が
連
携
し
た
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
運
用

　

▽
河
川
や
ダ
ム
の
防
災
情
報
な
ど

を
活
用
し
た
住
民
参
加
型
の
避

難
訓
練
の
実
施

　

▽
肱
川
減
災
対
策
計
画
の
見
直
し

（
内
水
対
策
）

　

▽
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、

改
良
、
周
知　

な
ど

リスクが低いリスクが低いリスクが低い
地域への移転

河川区域

集水域

氾濫域

流
域
治
水
の
イ
メ
ー
ジ
図

学校施設の学校施設の学校施設の
浸水対策

リスクの高い地域リスクの高い地域リスクの高い地域

排水機場の整備排水機場の整備排水機場の整備

河道掘削

堤防整備・強化

雨水貯留・排水

遊水地整備

河道掘削

堤防整備・強化

雨水貯留・排水
施設の整備

海岸保全施設の整備

バックウォーター対策バックウォーター対策

治水ダムの治水ダムの
建設・再生建設・再生

利水ダム利水ダム利水ダム
の活用

森林整備・治山対策

治水ダムの
建設・再生

の活用の活用
水田貯留水田貯留

雨水貯留施設雨水貯留施設

砂防関係施設
の整備

ため池など
の活用

水田貯留

雨水貯留施設
の整備バックウォーター対策
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復
旧
・
復
興
の
歩
み

　

市
消
防
団
で
は
、
団
員
が
減
少
す
る
地
域
が
あ
る

中
で
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
一
つ
の
分
団
だ
け
で

な
く
２
次
、
３
次
の
出
動
が
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、

さ
ら
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）を
活
用
し
て
災
害
情
報
を

迅
速
に
把
握
、
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。
私
自
身
、

３
年
前
に
団
の
業
務
を
最
優
先
に
し
て
妻
に
大
変
な

苦
労
を
掛
け
て
申
し
訳
な
か
っ
た
が
、
消
防
団
で
も

女
性
の
力
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。
女
性
も
活

躍
で
き
る
女
性
分
団
や
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
消
防
団
の
理
念
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
、
若
い
世
代
の
団
員
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
正
確
な
情
報
に
基
づ
い
て
避

難
指
示
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
消
防
団
員

の
指
示
に
従
っ
て
迅
速
な
避
難
を
心
掛
け
て
ほ
し
い
。

自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る大

洲
市
消
防
団

団
長

矢
野
　
正ま
さ

祥か
ず 

さ
ん

4 月から入居が始まった災害公営住宅（森団地） 令和 4 年 3 月の完成を目指して工事が進む大
おお

成
なる

橋

県農業試験場蚕業支場跡地に完成した工業用地

平
成
30
年

７
月
７
日

梅
雨
前
線
に
よ
る
記
録
的
豪
雨
に
よ
り

肱
川
が
氾
濫

死
者
５
人（
う
ち
関
連
死
１
人
）、重
傷
者

２
人
、浸
水
面
積
１
３
７
２
㌶
、床
上
浸

水
２
０
６
９
棟
、床
下
浸
水
７
８
９
棟
、

土
砂
被
災
28
棟
、非
住
家
損
壊
７
棟
・
浸

水
１
０
６
４
棟
、１
０
３
７
事
業
所
被
災

７
月
18
日

長
友
佑ゆ
う

都と

選
手
が
菅
田
小
学
校
を
訪
問

７
月
20
日

水
道
復
旧
（
断
水
解
除
・
安
全
確
認
）

７
月
31
日

国
道
１
９
７
号
片
側
交
互
通
行
開
始

８
月
１
日

災
害
廃
棄
物
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
設
置

８
月
２
日

通
信
ビ
ル
、
電
話
が
復
旧

８
月
７
日

う
か
い
事
業
再
開

８
月
８
日

道
の
駅
清
流
の
里
ひ
じ
か
わ
営
業
再
開

８
月
10
日

Ｊ
Ｒ
予
讃
線
（
海
回
り
）
再
開

８
月
25
日

伊
予
灘
も
の
が
た
り
運
行
再
開

８
月
27
日

清
流
園
（
し
尿
処
理
施
設
）
仮
復
旧

９
月
１
日

市
復
興
支
援
本
部
設
置

９
月
３
日

応
急
仮
設
住
宅
入
居
開
始

９
月
７
日

肱
川
緊
急
治
水
対
策
を
発
表

９
月
13
日

Ｊ
Ｒ
内
子
線
（
山
回
り
）
再
開

10
月
１
日

愛
た
い
菜
が
復
旧
本
稼
働

11
月
３
日

大
洲
ま
つ
り
で
伍
代
夏な
つ

子こ

さ
ん
の
復
興

支
援
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
15
日

肱
川
緊
急
治
水
対
策
起
工
式

平
成
31
年

１
月
11
日

大
洲
復
興
冬
花
火
大
会
を
開
催

３
月
12
日

鹿
野
川
ダ
ム
ト
ン
ネ
ル
洪
水
吐
試
験
放
流

３
月
22
日

オ
ズ
メ
ッ
セ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

３
月
28
日

大
洲
市
復
興
計
画
《
確
定
版
》
策
定

４
月
１
日

防
災
安
全
部
、
復
興
支
援
課
を
設
置
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令
和
元
年

５
月
18
日

肱
川
改
修
事
業
（
惣
瀬
地
区
）
竣
工

６
月
７
日

鹿
野
川
ダ
ム
操
作
規
則
変
更
発
表

６
月
９
日

鹿
野
川
ダ
ム
改
造
事
業
完
成
式

６
月
14
日

肱
川
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

再
開

７
月
７
日

大
洲
市
追
悼
式

７
月
16
日

柴
体
育
館
再
開

７
月
22
日

大
成
体
育
館
再
開

７
月
31
日

災
害
廃
棄
物
処
理
完
了

８
月
１
日

高
砂
運
動
場
再
開

９
月
19
日

Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
竣

工
式
（
西
大
洲
に
移
転
）

９
月
20
日

防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
（
市

消
防
団
）

10
月
25
日

台
風
19
号
被
災
地
の
福
島
県
本
宮
市
へ

職
員
派
遣
（
り
災
証
明
支
援
）

11
月
６
日

栃
木
県
佐
野
市
へ
職
員
派
遣
（
災
害
廃

棄
物
処
理
支
援
）

11
月
21
日

福
島
県
本も
と

宮み
や

市
へ
職
員
派
遣
（
住
家
被

害
認
定
調
査
支
援
）

12
月
２
日

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
わ
か
み
荘
再

開

12
月
18
日

肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
変
更
）【
中

下
流
圏
域
】
策
定

令
和
２
年

２
月
28
日

防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
総
務
大
臣
賞
を

受
賞
（
三
善
自
治
会
）

４
月
１
日

肱
川
緊
急
治
水
対
策
河
川
事
務
所
、
肱

川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
設
置

防
災
放
送
ア
プ
リ
「
コ
ス
モ
キ
ャ
ス
ト
」

運
用
開
始

５
月
29
日

肱
川
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
が
肱
川
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

案
を
承
認

６
月
５
日

肱
川
流
域
（
水
防
災
）
緊
急
対
応
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
協
定
締
結

　

災
害
の
直
後
は
何
も
な
い
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
年

齢
も
50
代
に
な
り
、
続
け
る
し
か
な
い
か
な
と
の
思
い
は

あ
っ
た
が
、
後
押
し
を
し
て
く
れ
た
の
は
、
息
子
た
ち
か

ら
「
続
け
て
ほ
し
い
」、
地
域
の
人
か
ら
「
店
が
無
く
な
っ

た
ら
寂
し
い
」「
も
う
一
度
食
べ
た
い
」
と
の
声
で
し
た
。

義
援
金
や
補
助
金
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の

支
援
が
「
も
う
一
度
や
る
」
決
断
に
つ
な
が
っ
た
。
一
番

大
変
だ
っ
た
の
は
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
状
態
に
な
っ
た

こ
と
。
悩
ん
で
気
分
が
下
が
っ
て
い
た
と
き
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
来
ら
れ
た
人
た
ち
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

自
然
に
は
良
い
面
、
悪
い
面
が
あ
る
。
地
球
環
境
の
中

で
生
き
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
自
然
災
害
は
仕
方
が

な
い
部
分
が
あ
る
。
だ
か
ら
知
恵
を
絞
っ
て
、
過
去
の
経

験
を
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
、
田
舎
で
も
市
場
が
広
が
り
、

商
売
が
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
。
複
合
公
共
施
設
の
整
備

に
お
い
て
も
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
成
功
事
例
を

学
び
、
そ
し
て
住
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 こ

の
場
所
で
商
売
を
続
け
る

福
栄
堂
菓
子
舗　
　

福
田
　
永え
い

一い
ち

郎ろ
う 

さ
ん

紀の
り

　
子こ 

さ
ん

（
肱
川
町
山
鳥
坂
）

復活した養老酒造では、新しい商品づくり
に取り組み、今年も新酒が完成しました。

再開した福栄堂菓子舗では「文楽もなか」
の変わらない味を守り続けています。

災害公営住宅（下鹿野川団地）
木造平屋建て10棟が完成しました。

敷地を嵩
かさ

上げして肱川中学校の
施設整備を行っています。

肱川地域で複合公共施設の
整備計画を進めています。

完成予想図

完成予想図
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７
月
６
日

大
洲
市
復
興
計
画
《
第
２
版
》
策
定

７
月
７
日

献
花
式
（
警
報
発
令
に
伴
い
式
典
中
止
）

８
月
３
日

令
和
２
年
７
月
豪
雨
被
災
地
の
熊
本
県
球く

磨ま

村
へ
職
員
派
遣
（
栄
養
管
理
業
務
支
援
）

８
月
10
日

大
分
県
へ
職
員
派
遣
（
災
害
廃
棄
物
処

理
支
援
）

８
月
17
日

肱
川
流
域
治
水
協
議
会
設
立

９
月
１
日

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
野
球
場
、

陸
上
競
技
場
再
開

10
月
20
日

い
や
し
の
南
予
復
興
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
で
「
え
ひ
め
南
予
き
ず
な
博
」
の

名
称
が
決
定

10
月
31
日

県
農
業
試
験
場
蚕
業
支
場
跡
地
に
工
業

用
地
が
完
成

11
月
21
日

オ
ズ
メ
ッ
セ
に
「
ま
ち
か
ど
ピ
ア
ノ
」

を
設
置

12
月
16
日

道
の
駅
清
流
の
里
ひ
じ
か
わ
に
「
ひ
じ
か

わ
レ
ス
ト
ラ
ン
お
し
ど
り
」
が
オ
ー
プ
ン

令
和
３
年

３
月
５
日

特
別
表
彰「
ま
と
い
」受
賞（
市
消
防
団
）

３
月
13
日

災
害
公
営
住
宅
内
覧
会
（
下
鹿
野
川
団

地
10
棟
、
森
団
地
１
棟
14
戸
）

３
月
16
日

肱
川
中
学
校
施
設
整
備
事
業
起
工
式

３
月
26
日

災
害
対
応
支
援
環
境
大
臣
表
彰
（
大
洲

市
）

３
月
30
日

肱
川
水
系
流
域
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
公
表

４
月
１
日

災
害
公
営
住
宅
入
居
開
始
（
下
鹿
野
川

団
地
、
森
団
地
）

６
月
２
日

新
型
排
水
ポ
ン
プ
車
増
強
、
排
水
作
業

訓
練
（
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
）

７
月
７
日

献
花
台
設
置
（
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル
）

10
月

災
害
公
営
住
宅
（
平
団
地
）
完
成
予
定
、

入
居
開
始
予
定

令
和
４
年

３
月

大
成
橋
完
成
予
定

11
月
末

肱
川
中
学
校
施
設
整
備
事
業
完
成
予
定

各所に掲示した浸水深の表示

5 月29日㈯、たいら自治会では、国土交通省職員を講師に、
「肱川の治水に関する勉強会」を開催しました。

堀の内雨水ポンプ場は、出水期前に点検動作確認を行って
います。

災害対応支援環境大臣表彰

　

自
主
防
災
組
織
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
「
共
助
」
の
意
識

で
作
ら
れ
た
組
織
で
、
近
年
そ
の
役
割
や
責

任
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
自
治
会
な
ど
の
活
動
が
中
止
と
な
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
が
、
災
害
に
備
え
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
研
修
会
や
訓
練
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。

　

基
本
は
、
各
家
庭
で
も
家
具
や
電
化
製
品

を
固
定
し
た
り
、
水
や
非
常
食
を
最
低
３
日

分
確
保
す
る
な
ど
、
防
災
の
取
組
を
進
め
る

こ
と
が
大
切
。
感
染
対
策
を
踏
ま
え
て
知
人

の
家
や
親
戚
宅
な
ど
へ
の
分
散
避
難
も
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
１
つ
の
地
区
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
の
で
各
地
区
の
リ
ー
ダ

ー
が
共
通
意
識
を
も
っ
て
連
携
、
協
力
が
で

き
る
よ
う
に
、
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
地
域

の
防
災
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
。

防
災
意
識
を
高
め
る

大
洲
市
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会

会
長當と

う

川か
わ

　
幅ふ
く

光み
つ 

さ
ん

国土交通省大洲河川国道事務所では、新型排水ポンプ車が
配置され、排水ポンプ車が 6 台から 7 台に増強されました。

5 月25日㈫、自主防災組織連絡協議会でテントや簡易トイレ、
簡易ベットの設置手順を確認しました。

平団地完成予想図
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10広報おおず 2021年７月号

おおずニュースおおずニュース

兵
　
藤
　
正ま
さ

　
帛き
ぬ 

さ
ん

（
東
大
洲
）

 

学
校
歯
科
医

岡
　
野
　
喜よ
し

　
男お 

さ
ん

（
平
野
町
）

 

元
愛
媛
県
警
部

　

兵
藤
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
学
校

保
健
業
務
に
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に

よ
り
、
こ
の
た
び
「
瑞
宝
双
光
章
」
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
野
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
警
察

業
務
に
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ

り
、
こ
の
た
び
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

令
和
３
年
春
の
叙
勲

第
36
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

５
月
16
日
㈰
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ

イ
レ
ー
ツ
公
式
戦
が
八
幡
浜
・
大
洲
地

区
運
動
公
園
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

感
染
対
策
期
の
影
響
で
無
観
客
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨

災
害
か
ら
復
旧
し
た
球
場
で
３
年
ぶ
り

に
公
式
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド

ッ
グ
ス
に
７
対
３
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
開
催　

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
公
式
戦



11 広報おおず 2021年７月号

おおずニュースおおずニュース

河
　
野
　
美よ
し

　
治は
る 

さ
ん

（
肱
川
町
山
鳥
坂
）

　

河
野
さ
ん
は
、
肱
川
町
文
化
協
会
会

長
お
よ
び
大
洲
市
文
化
協
会
副
会
長
と

し
て
団
体
の
発
展
に
努
め
る
と
と
も

に
、
後
継
者
の
育
成
に
も
ご
尽
力
さ
れ

た
ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
「
愛
媛

県
文
化
協
会
地
域
文
化
功
労
賞
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
㈮
、
で
め
金
大
洲
店
か
ら

ア
ル
コ
ー
ル
配
合
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
５
０

０
本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

店
長
の
柿
見
亮り
ょ
う

介す
け

さ
ん
は
「
３
年
前

の
災
害
で
被
災
し
た
時
に
は
、
支
援
し

て
も
ら
い
、
祖
父
の
代
か
ら
大
洲
で
仕

事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
市
の
た

め
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。寄
贈
を
受
け
た
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
な
ど
で
感
染
症
対

策
に
活
用
し
ま
す
。

愛
媛
県
文
化
協
会
表
彰

ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た

　

５
月
13
日
㈭
、「
う
か
い
レ
ス
ト
プ

ラ
ザ
」
に
、
新
た
に
若
い
雄お
す

と
雌め
す

の
鵜う

２
羽
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

　

早
け
れ
ば
、
今
シ
ー
ズ
ン
後
半
に
も

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

今
年
の
う
か
い
実
施
期
間
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

【
う
か
い
実
施
期
間
】

７
月
１
日
㈭
〜
９
月
20
日
㈪

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
観
光
総
合
案
内
所

☎
�
６
６
５
５

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
ウ　

～
新
た
な
鵜う

が
仲
間
入
り
～

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
お
お
ず
６
月
号
７
ペ
ー
ジ
の

う
か
い
料
金
表
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▽
臥
龍
１
號
船
貸
切
料　

（
誤
）２
万
円 

→ （
正
）３
万
５
千
円



12広報おおず 2021年７月号

シリーズ
VOL.7  佐伯市編

　愛媛・大分両県の自治体同士でお互
いの地域の魅力を紹介し合う取り組み
を行っています。豊予海峡を挟んだ海
の向こうに目を向けてみましょう。
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シリーズ

文化財

紺
こん

紙
し

金
きん

字
じ

大
だい

般
はん

若
にゃ

経
きょう

　１巻
大洲市指定有形文化財（書跡）
龍
りょう

護
ご

山
ざん

曹
そう

渓
けい

院
いん

所有

　大般若経とは、「大
だ い

般
は ん

若
に ゃ

波
は

羅
ら

密
み

多
た

経
きょう

」の略称で、
すべて揃うと600巻にもおよぶ膨大な経典です。
　本経典は、 6 枚継がれた紺紙に銀

ぎ ん

泥
で い

（銀粉を
にかわで溶いた顔料）で1.7㎝幅の罫線を引き、
その中に経文を金

こ ん

泥
で い

で書いたものです。経典の
末尾にある奥

お く

書
が き

（文書などの来歴などを記した
もの）によれば、嵯

さ

峨
が

天皇と弘法大師の手によ
るものと伝えられ、元来は常

ひ た ち

陸国の根
こ ん

本
ぽ ん

寺が所
蔵していましたが、明治 2 年（1869）散在して
いた一部を龍護山曹渓院の住職であった樵

しょう

禅
ぜ ん

和
尚が入手したと記されています。
　平安時代の作品とされる本経典は、市内にお
いて最も古い写経であり、歴史的な点から見て
も貴重な書跡です。
 （昭和40年 1 月 1 日指定）

野　鳥
キジバト（雉鳩）
ハト目　ハト科
全長35㎝

　「デデッ、ポッポー、デデッ、ポッポー」とい
う鳴き声で、どこでも出会える最もポピュラーな
野鳥です。最近は町中にも進出して、庭の植え込
みなどで子育てをしたという話をよく聞きます。
生息数の多さと「はと胸」と呼ばれる体形で、猛

もう

禽
きん

類の狩りの標的にされがちですが、長い歴史の
中で特異な生き方を身に付けています。他の鳥た
ちは、春に植物や昆虫の発生とともに子育てを始
めますが、「ピジョンミルク」という半消化の餌

えさ

を与えることができるので年中繁殖ができます。
そして群がることで目標を絞りにくくして、捕ま
った時も羽毛がすぐに抜け落ちて捕まりにくくな
っています。野生の生き物たちは、あらゆる苦難
も切り抜けて、命を繋

つな

いでいます。
ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

【トウモロコシと干しエビのおにぎり（バター醤油味）】

材料（ 2 人分）

ごはん 300g

トウモロコシ 1/2本（実100gが目安）

干しエビ 5 g

バター 10g

☆醤油 小さじ１

☆黒こしょう ふたつまみ

乾燥パセリ 適量

　トウモロコシには、糖質、食物繊維、カリウムが多く含まれています。
糖質は、体を動かすエネルギー源となります。トウモロコシの食物繊
維は、腸の動きを良くする不溶性食物繊維が多く、便秘予防効果が期
待できます。カリウムは、汗の成分の 1 つでもあり、夏場に大量の汗
をかいて体内のカリウムが減りすぎると、夏バテを引き起こしてしま
うことがあります。トウモロコシを食べて、夏を元気に乗り切りましょ
う。トウモロコシの皮をおにぎりの下に敷くと、雰囲気が変わります。
夏休みのおやつにもおすすめです。

①　 トウモロコシをラップに包んで500Wの電子レンジで 5 分加熱し、
触れる程度に冷めたら、実を取り出す。

　　 皮付きトウモロコシの場合は、ラップに包まず、そのまま電子レ
ンジで加熱することも可能。

　※ 加熱後のトウモロコシは、熱いのでやけどに十分注意してくださ
い。

②　 中火で熱したフライパンにバターを溶かし、トウモロコシを加え
て全体にバターを馴染ませる。

③　中火のまま☆を加えて炒め合わせ、火から下ろす。
④　ボウルにごはん、③、干しエビを加えて混ぜ合わせる。
⑤　食べやすい量をラップに包み、三角形に握る。
⑥　ラップを外してお皿に盛り、パセリを散らして出来上がり。

【レシピ提供：大洲市保健センター】

作り方

おおずを食べよう　健やかレシピ　Vol.11

シリーズ「野鳥」は、今回をもって終了します。長い間、
ありがとうございました。
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新
畑
の
前
橋（
五
郎 

赤
橋
）通
行
規
制
を
変
更
し
ま
す

投
票
所
入
場
券
が
変
わ
り
ま
す

　

橋
の
塗
り
替
え
に
伴
う
足
場
組
み
立

て
工
事
の
た
め
全
面
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
る
新
畑
の
前
橋
（
通
称
「
五
郎 

赤

橋
」）
に
つ
い
て
、
足
場
の
組
み
立
て

完
了
後
も
幅
員
が
減
少
す
る
た
め
次
の

と
お
り
通
行
規
制
内
容
を
変
更
し
て
工

事
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
予
定
し
て
い

る
塗
装
区
間
の
施
工
が
完
了
す
る
11
月

上
旬
に
は
足
場
解
体
の
た
め
、
再
度
全

面
通
行
止
め
に
切
り
替
え
る
予
定
で

す
。

　

令
和
４
年
度
ま
で
の
工
事
期
間
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
通
行
規

制
を
変
更
し
な
が
ら
施
工
を
行
い
ま

す
。

【
通
行
規
制
期
間
】

７
月
10
日
㈯
〜
10
月
31
日
㈰
（
予
定
）

▽
月
曜
日
〜
土
曜
日

・
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

　

 

片
側
交
互
通
行
（
４
㌧
車
以
上
通
行

止
め
）

・
午
後
６
時
〜
午
前
８
時

　

車
両
通
行
止
め

▽
日
曜
日

　

終
日
車
両
通
行
止
め

※ 

歩
行
者
と
自
転
車
は
曜
日
に
か
か
わ

ら
ず
通
行
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

建
設
課
工
務
係　

☎
㉔
１
７
１
６

　

次
回
執
行
の
選
挙
か
ら
投
票
所
入
場

券
に
期
日
前
投
票
宣
誓
書
の
様
式
を
加

え
ま
す
。
今
ま
で
期
日
前
投
票
所
で
記

入
し
て
い
た
期
日
前
投
票
宣
誓
書
を
自

宅
な
ど
で
事
前
に
記
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
投
票
所
入
場
券
の
様

式
と
発
送
方
法
を
次
の
と
お
り
変
更
し

ま
す
。

【
様
式
の
変
更
】

　

１
人
に
つ
き
１
枚
の
は

が
き
を
作
成
し
、
表
面
に

氏
名
・
当
日
投
票
所
の
場

所
・
投
票
時
間
な
ど
を
、

裏
面
に
期
日
前
投
票
宣
誓

書
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

期
日
前
投
票
所
で
投
票
す

る
人
は
、

①�

投
票
日
当
日
に
行
け
な

い
事
由
の
数
字
に
○
を

記
入

②�
期
日
前
投
票
を
す
る
日

付
を
記
入

③�
氏
名
・
生
年
月
日
を
記

入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

※ 

投
票
日
当
日
に
投
票
す

る
人
は
記
入
不
要
で
す
。

おしらせピックアップ

大
洲
市
議
会
議
員
選
挙
の

選
挙
期
日
が
決
定
し
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
伴
う
大
洲
市
議
会
議
員

選
挙
の
選
挙
期
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
選
挙
期
日
】

９
月
５
日
㈰

【
選
挙
期
日
の
告
示
の
日
】

８
月
29
日
㈰

【
任
期
満
了
日
】

10
月
１
日
㈮

【
議
員
の
定
数
】

21
人

【
立
候
補
届
出
事
務
説
明
会
】

日
時　

７
月
29
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所　

市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

【
発
送
方
法
の
変
更
】

　

各
選
挙
の
公
示
日
・
告
示
日
以
後
に

折
り
た
た
み
式
の
圧
着
は
が
き
で
世
帯

主
宛
に
郵
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
、
通
常
は
が
き
で
個
人
宛
に
郵
送
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
㉔
１
７
６
０



「申告書の書き方」
厚生労働省ホームページ

労働保険の
電子申請「e-Gov」

営業時間短縮等
協力金

えひめ版応援金

15 広報おおず 2021年７月号

事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ（
協
力
金
・
応
援
金
の
支
給
と
労
働
保
険
）

営
業
時
間
短
縮
等
協
力
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
、
愛
媛
県
か
ら
要

請
の
あ
っ
た
営
業
時
間
短
縮
な
ど
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
酒
類
を
提
供
す
る
飲

食
店
な
ど
に
対
し
て
、
協
力
金
を
支
給

し
ま
す
。

【
協
力
要
請
期
間
】

▽ 

第
１
弾

 　

４
月
26
日
㈪
〜
５
月
19
日
㈬

▽ 

第
２
弾

　

５
月
20
日
㈭
〜
５
月
31
日
㈪

【
協
力
要
請
内
容
】

　

要
請
期
間
中
の
営
業
時
間
を
午
前
５

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
間
と
し
、
酒

類
の
提
供
は
午
前
11
時
か
ら
午
後
８
時

30
分
ま
で
の
間
と
す
る
こ
と
。

【
申
請
期
間
】

▽ 

第
１
弾

　

 

５
月
20
日
㈭
〜
８
月
31
日
㈫

▽ 

第
２
弾

　

 

６
月
１
日
㈫
〜
８
月
31
日
㈫

え
ひ
め
版
応
援
金
（
県
・
市
町
連

携
事
業
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
予
防
し
な
が
ら
事
業
継
続
に
取
り
組

む
中
小
企
業
者
な
ど
を
支
援
す
る
た

め
、
応
援
金
を
給
付
し
ま
す
。

【
給
付
対
象
要
件
】

▽ 

令
和
３
年
１
月
か
ら
５
月
の
い
ず
れ

か
の
月
の
事
業
収
入
（
売
上
）
が
、

平
成
31
年
（
令
和
元
年
）
ま
た
は
令

和
２
年
同
月
と
比
較
し
て
30
％
以
上

減
少
し
て
い
る
こ
と
。

▽ 

年
間
売
上
が
法
人
２
４
０
万
円
以

上
、
個
人
事
業
主
１
２
０
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と
。

▽ 

厳
し
い
経
営
環
境
を
乗
り
越
え
、
将

来
に
向
か
っ
て
効
果
が
継
続
す
る
形

で
感
染
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
（
ア
ク
リ
ル
板
の
設
置
な
ど
）。

▽ 

応
援
金
の
給
付
を
受
け
た
後
に
も
事

業
を
継
続
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
。

※ 

営
業
時
間
短
縮
等
協
力
金
の
対
象
者

ま
た
は
緊
急
事
態
宣
言
・
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
に
伴
う
一
時
支
援

金
・
月
次
支
援
金
の
受
給
者
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。（
要
件
を
満
た
さ

な
い
場
合
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

【
給
付
額
】

▽
法
人　

20
万
円

▽
個
人
事
業
主　

10
万
円

【
申
請
期
間
】

６
月
１
日
㈫
〜
８
月
31
日
㈫

　

詳
細
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Information pick up

労
働
保
険
の
更
新
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か

　

令
和
３
年
度
労
働
保
険（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
の
年
度
更
新
期
間
は
、
６

月
１
日
㈫
か
ら
７
月
12
日
㈪
で
す
。

　

管
轄
の
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署
・

金
融
機
関
で
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

年
度
更
新
の
申
告
書
は
、
管
轄
の
労

働
局
・
労
働
基
準
監
督
署
へ
の
郵
送
、

ま
た
は
電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

【
年
度
更
新
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
】

　

年
度
更
新
期
間
内
に
申
告
・
納
付
の

手
続
き
が
困
難
な
場
合
に
は
、
年
度
更

新
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▽
開
設
期
間　

　

５
月
31
日
㈪
〜
７
月
16
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
 

☎
０
８
０
０
（
５
５
５
）
６
７
８
０

（
通
話
料
無
料
）

　

年
度
更
新
申
告
書
の
書
き
方
お
よ
び

申
告
・
納
付
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
年

度
更
新
申
告
書
に
同
封
し
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

労
働
保
険
の
手
続
き
は
「
電
子
申

請
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
24
時
間
い
つ

で
も
申
請
や
届
出
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
労
働
保
険
料
の
納
付
は
口
座

振
替
や
電
子
納
付
が
便
利
で
す
。

▽ 

労
働
保
険
の
電
子
申
請
は
「e-Gov

」

（https://shinsei.e-gov.go.jp/

）

か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽ 

労
働
保
険
関
係
手
続
（
一
部
手
続
を

除
く
）
は
、
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
を
利
用
し

て
手
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽ 

労
働
保
険
料
の
納
付
は
、
金
融
機
関

の
窓
口
に
行
か
な
く
て
も
口
座
振
替

や
電
子
納
付
が
可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
産
業
課
商
工
振
興
係

☎
㉔
１
７
２
２



福
祉
施
設
な
ど
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

検
査
費
用
を
補
助
し
ま
す

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）

　

高
齢
者
施
設
、
障
が
い
者
施
設
、
救

護
施
設
な
ど
へ
の
新
規
入
所
者
、
や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
り
感
染
拡
大
地
域

を
訪
問
し
た
職
員
に
対
し
て
自
主
的
に

行
う
検
査
費
用
に
つ
い
て
次
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

高
齢
者
施
設
へ
の
新
規
入
所
者
へ

の
補
助

【
補
助
申
請
者
】

　

高
齢
者
施
設
に
新
た
に
入
所
す
る
人

で
、
検
査
を
希
望
す
る
個
人

【
検
査
対
象
者
】

　

高
齢
者
施
設
に
新
た
に
入
所
す
る
概

ね
１
週
間
前
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
ま
た
は
抗

原
定
量
検
査
を
受
け
た
人
の
う
ち
、
検

査
日
に
お
い
て
本
市
に
住
民
登
録
が
あ

る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
65
歳
以
上
の
人

▽ 

65
歳
未
満
の
人
の
う
ち
慢
性
閉
塞
性

疾
患
、
慢
性
腎
臓
病
、
糖
尿
病
、
高

血
圧
、心
血
管
疾
患
、悪
性
腫
瘍
（
が

ん
）、
肥
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
30
以
上
）
の

い
ず
れ
か
の
疾
患
を
有
す
る
人

【
補
助
金
の
上
限
額
】

▽
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査　
　

２
万
円

▽
抗
原
定
量
検
査　

７
千
５
０
０
円

（
対
象
経
費
は
、
１
回
の
検
査
費
用
）

※ 

短
期
入
所
生
活
介
護・
療
養
介
護
を

提
供
す
る
施
設
に
入
所
す
る
場
合
は
、

年
度
内
で
同
一
施
設
１
回
を
限
度
と

し
ま
す
。

※ 

行
政
検
査
、
保
険
適
用
検
査
お
よ
び

他
の
助
成
金
な
ど
を
受
け
て
行
う
検

査
と
陰
性
証
明
書
発
行
手
数
料
は
、

補
助
の
対
象
外
で
す
。

【
対
象
高
齢
者
施
設
】

▽ 

介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保

健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
、

介
護
医
療
院

▽ 
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
、
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

▽ 

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
、
短
期
入
所
生
活

介
護
事
業
所
、
短
期
入
所
療
養
介
護

事
業
所
、
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介

護
事
業
所

▽ 

認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

障
が
い
者
施
設
な
ど
の
新
規
入
所

者
、
高
齢
者
施
設
な
ど
の
職
員
へ

の
補
助

【
補
助
申
請
者
】

　
「
令
和
３
年
度
愛
媛
県
高
齢
者
福
祉

施
設
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
検
査
費
用
補
助
金
」
の
交
付

決
定
を
受
け
て
い
る
法
人

【
検
査
対
象
者
】

▽ 

入
所
系
施
設
（
高
齢
者
施
設
除
く
）

に
新
た
に
入
所
す
る
人
で
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人
（
市
外
の
人
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
）

▽
市
内
施
設
に
従
事
す
る
職
員

【
補
助
金
の
上
限
額
】

▽
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査　
　

１
万
５
千
円

▽
抗
原
定
量
検
査　

４
千
５
０
０
円

　

補
助
金
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、
１

回
の
検
査
に
か
か
っ
た
費
用
と
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

☎
㉔
１
７
１
４

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
㉔
１
７
５
８

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
に
対
し
、
実
情
を
踏
ま
え
た

生
活
の
支
援
を
行
う
た
め
、
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り
親

世
帯
分
）
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

▽
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
な
ど

① 

令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
る
人

② 

公
的
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
な
い
人
で
、
収
入
が
児
童
扶

養
手
当
に
係
る
支
給
制
限
限
度
額
を

下
回
る
人

③ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
直
近

の
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と

な
る
水
準
に
下
が
っ
た
人

【
支
給
額
】

児
童
一
人
当
た
り
一
律
５
万
円

【
受
給
手
続
き
】

　

対
象
者
の
う
ち
、
②
、
③
に
つ
い
て

は
申
請
が
必
要
で
す
。

▽�

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
分
に
つ
い
て

　

詳
細
が
わ
か
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
相
談
係

　
　
　
　
　
　

☎
㉔
５
７
１
８

長
浜
支
所　
　

☎
�
１
１
１
４

肱
川
支
所　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　

☎
39
２
１
１
１
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国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
制
度

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に

難
し
い
場
合
、
申
請
に
よ
り
承
認
さ
れ

る
と
、
保
険
料
の
全
額
免
除
、
４
分
の

３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
１
免
除
、

ま
た
は
納
付
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間

は
、
老
後
に
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の

資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、

万
一
の
と
き
に
、
障
が
い
年
金
や
遺
族

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

に
も
含
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
の

承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ

て
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
た

人
で
、
納
め
る
べ
き
一
部
の
保
険
料
を

期
限
内
に
納
め
な
か
っ
た
場
合
、
一
部

免
除
が
無
効
と
な
り
、
未
納
期
間
と
な

る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
審
査
基
準
】

▽
免
除
の
場
合

　

 　

申
請
者
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
（
１
月
か
ら
６
月
ま
で

は
前
々
年
）
所
得
が
基
準
以
下
で
あ

る
こ
と
。

▽
猶
予
の
場
合

　

 　

50
歳
未
満
の
人
で
、
申
請
者
、
配

偶
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
（
１
月
か

ら
６
月
ま
で
は
前
々
年
）
所
得
が
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

【
申
請
で
き
る
期
間
】

▽
過
去
の
期
間

　

 

受
け
付
け
を
し
た
月
の
２
年
１
カ
月

前
ま
で

▽
将
来
の
期
間

　
 

翌
年
の
６
月
（
申
請
月
が
１
月
か
ら

６
月
ま
で
は
そ
の
年
の
６
月
）
分
ま

で
※ 
令
和
３
年
７
月
か
ら
令
和
４
年
６
月

分
は
、
７
月
１
日
㈭
か
ら
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す
。

【
必
要
な
も
の
】

　

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書

※ 

失
業
し
た
こ
と
に
よ
り
免
除
申
請
す

る
場
合
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
や
離
職
票
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
年
金
課
年
金
係

　
　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
１
３

長
浜
支
所　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　

☎
39
２
１
１
１

支援制度 対象者 主な条件など 必要なもの 相談窓口 申請期限

国民健康
保険税

国民健康保険
被保険者

　属する世帯の主た
る生計維持者が死亡
し、または重篤な傷
病を負った人

　属する世帯の主た
る生計維持者の事業
収入等が前年と比較
して10分の３以上の
減少が見込まれる人
（別途所得要件あり）

・申請書
・印鑑
・マイナンバーのわかるもの
・ 被保険者の口座番号のわかるもの
（コピー可）
・ 死亡または重篤な傷病を負ったこと
がわかるもの
・ 令和２年中の所得などの状況がわか
るもの
・ 収入が減少したことがわかるもの
（令和３年１月以降の給与明細、事
業の廃止届、離職票など）

税務課
市民税係
☎24－1711

令和４年
３月31日まで

後期高齢者
医療保険料

後期高齢者医療
被保険者

保険年金課
高齢者医療係
☎24－1713

介護保険料 65歳以上の介護
保険被保険者

高齢福祉課
介護保険管理係
☎24－1714

　

国
民
健
康
保
険
も
し
く
は
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
被
用
者

の
人
（
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る

人
）
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
感
染
ま
た
は
感
染
が
疑
わ
れ
、
療

養
の
た
め
に
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
支
給
す
る
傷
病
手
当
金

の
支
給
期
間
を
令
和
３
年
９
月
30
日
㈭

ま
で
延
長
し
ま
す
。

【
適
用
期
間
】

　

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

９
月
30
日
の
間
で
療
養
の
た
め
労
務
に

服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
（
た
だ

し
入
院
が
継
続
す
る
場
合
な
ど
は
最
長

１
年
６
カ
月
ま
で
）

【
申
請
方
法
】

　

申
請
に
は
、
事
業
主
が
記
載
し
た
勤

務
状
況
、
直
近
３
カ
月
間
に
支
払
っ
た

給
与
状
況
や
医
療
機
関
が
記
載
し
た
書

類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

様
式
指
定
の
た
め
、
必
ず
事
前
に
電

話
な
ど
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
年
金
課

国
保
係
・
高
齢
者
医
療
係

☎
㉔
１
７
１
３

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
し
た
人

な
ど
に
対
す
る
傷
病
手

当
金
支
給
期
間
を
延
長

※要件により必要なものなどが異なるため、詳しくは各相談窓口まで問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症に伴う保険料（税）の減免制度があります
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
の
保
険
証
（
オ
リ
ー
ブ
色
）
の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
㈯
で
す
。

　

８
月
１
日
㈰
か
ら
は
、
新
し
い
保
険

証
（
薄
桃
色
）
に
変
わ
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

▽
75
歳
以
上
の
人

▽ 

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
人
（
本
人
の
申
請
に
基
づ

き
、
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
認
定
を
受
け
た
人
）

【
一
部
負
担
割
合
】
１
割
ま
た
は
３
割

※
昨
年
中
の
所
得
で
決
定

【
交
付
時
期
】

　

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
下
旬
に
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
８
月
以

降
新
た
に
75
歳
と
な
る
人
の
保
険
証

は
、
誕
生
月
の
前
月
に
送
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、住
所
・

氏
名
や
一
部
負
担
割
合
な
ど
を
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
お
よ
び
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」の
有
効
期
限
も
７
月
31
日
㈯
で
す
。

現
在
、
各
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
次
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
は
、
保
険
証

と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
改
め
て

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【�

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
の
要
件
】

▽
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

▽
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

▽
世
帯
に
所
得
の
未
申
告
者
が
い
な
い

【
限
度
額
適
用
認
定
証
の
要
件
】

▽
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

▽ 

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以

上
６
９
０
万
円
未
満

▽
世
帯
に
所
得
の
未
申
告
者
が
い
な
い

※ 

世
帯
に
19
歳
未
満
の
人
が
い
る
場

合
、
判
定
に
使
用
す
る
所
得
は
、
住

民
税
課
税
所
得
と
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

保
険
料
の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
７
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。
保
険
料
は
、
一
人
ひ

と
り
に
等
し
く
か
か
る
「
均
等
割
額
」

と
、
所
得
に
応
じ
た
「
所
得
割
額
」
の

合
計
額
で
す
。

※ 

保
険
料
（
年
額
）
は
10
円
未
満
切
り

捨
て
、
限
度
額
は
64
万
円
で
す
。

※ 

世
帯
（
世
帯
主
と
被
保
険
者
）
の
所

得
に
応
じ
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

前
日
に
、
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人

（
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
組
合
は
除
く
）
は
、
所
得
割
額

の
負
担
は
な
く
、
加
入
か
ら
２
年
を

経
過
す
る
月
ま
で
均
等
割
額
が
５
割

軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、世
帯（
世

帯
主
と
被
保
険
者
）
の
所
得
が
低
い

人
は
、
所
得
に
応
じ
た
均
等
割
額
の

軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

均
等
割
額
軽
減
特
例
の
見
直
し

　

こ
れ
ま
で
本
則
７
割
軽
減
の
と
こ

ろ
、
特
例
的
に
軽
減
割
合
の
上
乗
せ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度
か
ら
制

度
本
来
の
仕
組
み
の
７
割
軽
減
に
戻
り

ま
す
。
令
和
２
年
度
に
７
・
75
割
軽
減

で
あ
っ
た
人
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
７

割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

【
納
付
方
法
】

▽
特
別
徴
収　

年
金
か
ら
の
天
引
き

▽
普
通
徴
収　

納
付
書
又
は
口
座
振
替

※ 

前
年
度
と
納
付
方
法
が
変
更
に
な
っ

て
い
る
人
も
い
ま
す
の
で
通
知
書
を

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
料
算
定
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　

税
制
改
正
に
お
い
て
給
与
所
得
控

除
、
公
的
年
金
等
控
除
が
10
万
円
引
き

下
げ
ら
れ
、
基
礎
控
除
額
が
10
万
円
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
基

礎
控
除
額
を
基
準
と
し
て
い
る
均
等
割

額
の
減
額
基
準
も
引
き
上
が
り
ま
す
。

ま
た
、
税
制
改
正
の
影
響
に
よ
り
軽
減

対
象
か
ら
外
れ
た
り
、
軽
減
割
合
が
縮

小
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
算
定
式
が

見
直
さ
れ
ま
し
た
。
世
帯
に
給
与
所
得

者
な
ど
が
２
人
以
上
い
る
場
合
に
は
、

当
該
基
準
額
に
給
与
所
得
者
な
ど
の
数

の
合
計
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
10
万

円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
え
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

☎
㉔
１
７
１
３

令和２年度の基準（改正前） 令和３年度の基準（改正後） 軽減割合

33万円（基礎控除額）以下
43万円（基礎控除額）+
10万円×（※給与･年金所得者の数－1）
以下

７割

33万円（基礎控除額）
+（28.5万円×世帯の被保険者数）
以下

43万円（基礎控除額）+
28.5万円×（世帯の被保険者数）+
10万円×（※給与･年金所得者の数－1）
以下

５割

33万円（基礎控除額）
+（52万円×世帯の被保険者数）
以下

43万円（基礎控除額）+
52万円×（世帯の被保険者数）+
10万円×（※給与･年金所得者の数－1）
以下

２割

※ 一定の給与所得者（給与収入が55万円を超える人）と公的年金所得者（公的年金などの収入が
60万円を超える65歳未満の人、または125万円を超える65歳以上の人をいいます。）

1 人あたりの保険料（年額）

均等割額　47,720円

所得割額
（総所得金額など　　　

－43万円【基礎控除額】）
×所得割率9.02％　　　

≪保険料額の算出方法≫

＝

＋
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介
護
保
険
制
度

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

今
年
度
は
、
３
年
に
一
度
の
保
険
料

見
直
し
の
年
に
な
り
、
介
護
保
険
料
の

基
準
額
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
や
支
援
が

必
要
な
人
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
仕

組
み
で
、
40
歳
以
上
の
人
が
納
め
る
保

険
料
と
公
費
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽ 

第
２
号
被
保
険
者（
40
〜
64
歳
の
人
）

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
料

に
含
め
て
納
付

▽ 

第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
人
）

直
接
大
洲
市
に
保
険
料
を
納
付

保
険
料
の
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、

毎
年
７
月
に
本
人
の
前
年
の
収
入
や
住

民
税
の
課
税
状
況
、
同
一
世
帯
内
の
家

族
の
課
税
状
況
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。
７
月
中
旬
に
保
険
料
決
定
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

介
護
保
険
料
の
納
め
方

　

介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
法
律

で
決
め
ら
れ
て
い
て
、
個
人
で
選
択
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
送
付
す
る
保

険
料
決
定
通
知
書
に
従
っ
て
、
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
特
別
徴
収 

　

原
則
と
し
て
、
年
金
額
が
年
額
18
万

円
以
上
の
人
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
額
が
18
万
円
以
上
の

人
で
も
、
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た

場
合
や
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た

場
合
、
所
得
段
階
が
変
わ
っ
た
場
合
な

ど
に
は
、
一
定
期
間
「
普
通
徴
収
」
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
普
通
徴
収 

　

年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
な

ど
は
、
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
扱
金
融
機
関
で

口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
る
と
、
滞
納
期
間
に
応
じ

て
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
保
険
給
付
が
制

限
さ
れ
ま
す
。
介
護
や
支
援
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
た
め
に
も
、
保
険
料
は

必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
送
付
し

ま
す

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
全
員
に
、
自
身
の
負
担
割
合
を
記

載
し
た
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
を

７
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

　

有
効
期
間
は
、
８
月
１
日
㈰
か
ら
令

和
４
年
７
月
31
日
㈰
ま
で
と
な
り
、
毎

年
発
行
し
ま
す
。

　

な
お
、
そ
れ
以
降
に
新
た
に
認
定
を

受
け
た
人
な
ど
に
つ
い
て
は
、
順
次
発

送
し
ま
す
。

介
護
保
険
施
設
な
ど
の
食
費
・
部

屋
代
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

～�

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の

更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
～

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保

健
施
設
、
介
護
医
療
院
な
ど
や
短
期
入

所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
利
用
す

る
低
所
得
世
帯
の
人
を
対
象
に
、
食

費
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い

ま
す
。
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
事
前

に
申
請
し
、
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
証
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
㈯
で
す
。
引
き
続

き
軽
減
を
受
け
る
場
合
は
７
月
中
に
更

新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
８
月
か
ら
受
給
の
要
件
な
ど

が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

８
月
か
ら
利
用
者
負
担
上
限
額
が

変
わ
り
ま
す

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時
の
１

カ
月
の
利
用
者
負
担
上
限
額
の
う
ち
、

年
収
が
約
７
７
０
万
円
以
上
の
人
は
、

上
限
額
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
カ
月
に
支
払
っ
た
利
用
者

負
担
額
の
合
計
が
上
限
額
を
超
え
た
時

は
、
超
え
た
分
が
高
額
介
護
（
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
食
費
な
ど
介
護
保
険
の
対
象

外
の
費
用
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

支
給
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
対
象
と
な
る
人
へ
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
制
度
の
変
更
内
容
の
詳
細

は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
者
に
郵
送
す
る
文

書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴

う
令
和
３
年
度
介
護
保
険
料
の
減
免

ま
た
は
徴
収
猶
予
に
つ
い
て
は
、
17

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
管
理
係

　
　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
１
４

長
浜
支
所　
　

☎
�
１
１
１
４

肱
川
支
所　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　

☎
39
２
１
１
１

「介護保険」に関す
る市公式ホームペ
ージ
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障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
各
種
手
当
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

▽
受
給
資
格
者

　

 

一
定
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
児
童

（
20
歳
未
満
）
を
扶
養
す
る
父
母
ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人 

▽
支
給
要
件 

・ 

障
が
い
児
（
20
歳
未
満
）
が
年
金
を

受
給
し
て
い
な
い
こ
と

・ 

障
が
い
児
（
20
歳
未
満
）
が
施
設
入

所
し
て
い
な
い
こ
と

▽
手
当
月
額

　
（
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
異
な
る
）

・
１
級　

５
万
２
千
５
０
０
円 

・
２
級　

３
万
４
千
９
７
０
円 

▽
手
当
の
支
給  　

　

毎
年
４
、
８
、
11
月
の
３
期

【
特
別
障
害
者
手
当
】

▽
受
給
資
格
者

　

 

重
度
障
が
い
者
（
20
歳
以
上
） 

で
あ

っ
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
人

▽
支
給
要
件

　

 

重
度
障
が
い
者
（
20
歳
以
上
）
が
施

設
入
所
ま
た
は
入
院
（
３
カ
月
超
）

し
て
い
な
い
こ
と

▽
手
当
月
額

　

２
万
７
千
３
５
０
円

▽
手
当
の
支
給

　

毎
年
２
、
５
、
８
、
11
月
の
４
期

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

▽
受
給
資
格
者

　

 

重
度
障
が
い
児
（
20
歳
未
満
）
で
あ

っ
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
人

▽
支
給
要
件

・ 

重
度
障
が
い
児
（
20
歳
未
満
）
が
年

金
を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

・ 
重
度
障
が
い
児
（
20
歳
未
満
）
が
施

設
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

▽
手
当
月
額

　

１
万
４
千
８
８
０
円

▽
手
当
の
支
給

　

毎
年
２
、
５
、
８
、
11
月
の
４
期

【
各
種
手
当
の
共
通
事
項
】

▽
支
給
制
限

　

前
年
の
所
得
が
基
準
額
を
上
回
る
場

合
は
、
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

▽
現
況
届
の
提
出

　

受
給
者
は
、
毎
年
定
め
ら
れ
た
期
限

内
に
所
得
状
況
な
ど
の
現
況
届
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

手
当
の
金
額
に
は
変
動
が
あ
り
ま

す
。

大
洲
市
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
を
ご
存
じ
で
す
か

　

障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
促
進
と
在

宅
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
、
乗
車
１
回

に
つ
き
５
０
０
円
ま
で
助
成
す
る
タ
ク

シ
ー
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
交
付
対
象
者
】

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所
持
者

▽
療
育
手
帳　

Ａ
・
Ｂ
所
持
者

▽ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２

級
所
持
者

※
次
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

▽
市
民
税
課
税
世
帯
に
属
す
る
場
合

▽ 

本
人
や
家
族
が
自
家
用
車
を
所
有
し

て
い
る
場
合

▽ 

人
工
透
析
患
者
通
院
等
支
援
事
業
に

よ
る
助
成
を
受
け
て
い
る
場
合

【
申
請
お
よ
び
配
布
方
法
】

　

障
害
者
手
帳
を
添
え
て
、
社
会
福
祉

課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
へ
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
窓

口
で
助
成
券
を
配
布
し
ま
す
。

　

乗
車
１
回
に
つ
き
５
０
０
円
の
助
成

券
を
月
２
枚
（
往
復
）
と
し
て
計
算
し
、

年
間
で
24
枚
綴つ
づ

り
（
１
万
２
千
円
分
）

の
冊
子
を
配
布
し
ま
す
。

【
利
用
方
法
】

　

タ
ク
シ
ー
料
金
の
支
払
い
時
に
、
障

害
者
手
帳
を
運
転
手
に
提
示
し
、
助
成

券
１
枚
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
協
力
事
業
者
】

　

市
内
に
事
業
所
を
設
置
し
て
い
る
一

般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
（
介

護
タ
ク
シ
ー
含
む
）
の
う
ち
、
本
事
業

へ
の
登
録
の
あ
る
事
業
所
と
な
り
ま

す
。

【
注
意
事
項
】

　

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　

助
成
券
は
申
請
月
か
ら
３
月
ま
で
の

月
数
分
の
配
布
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
５
８

長
浜
支
所　

☎
�
１
１
１
４

肱
川
支
所　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　

☎
39
２
１
１
１
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大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
で

は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
採
用
予
定
人
員
】

▽
消
防
職
（
一
般
） 
６
人
程
度

▽
消
防
職
（
救
急
救
命
士
）
２
人
程
度

【
試
験
区
分
の
受
験
資
格
】

▽
消
防
職
（
一
般
）

　

平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
、
短
期
大
学
ま
た
は
高

等
学
校
を
卒
業
も
し
く
は
令
和
４
年
３

月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

▽
消
防
職
（
救
急
救
命
士
）

　

平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す

る
人
ま
た
は
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
救

急
救
命
士
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
有

し
、
か
つ
、
令
和
３
年
度
実
施
予
定
の

同
試
験
受
験
見
込
み
の
人

【
共
通
受
験
資
格
】

▽
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

▽ 

採
用
後
、
大
洲
市
、
内
子
町
の
い
ず

れ
か
に
居
住
可
能
な
人

▽
次
の
身
体
要
件
を
備
え
て
い
る
人

・ 

視
力　

両
眼
と
も
視
力
が
0.7
以
上

（
矯
正
含
む
）
で
あ
る
こ
と

・
聴
力　

左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と

▽ 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者
（
Ａ

Ｔ
車
限
定
を
除
く
）
ま
た
は
令
和
４

　

大
洲
土
木
事
務
所
で
は
、
河
川
堤
防

の
点
検
を
行
う
た
め
２
年
に
１
回
程

度
、
堤
防
点
検
に
必
要
な
範
囲
の
草
刈

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
年
に
１
回
程
度
、
県

管
理
道
路
の
草
刈
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
で
は
、
資
源
の
有
効
活
用
や

環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
刈
り
草
の
リ

サ
イ
ク
ル
（
再
利
用
）
を
推
進
し
て
い

て
、
令
和
３
年
度
も
希
望
者
へ
刈
り
草

を
提
供
し
ま
す
の
で
、
畑
や
果
樹
園
の

敷
き
草
、
堆
肥
の
原
料
、
畜
産
用
の
飼

料
な
ど
と
し
て
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
提
供
方
法
】

　

草
刈
実
施
各
所
の
仮
置
き
場
に
取
り

に
来
て
い
た
だ
き
、
そ
の
場
で
提
供
し

ま
す
。

【
提
供
期
間
】

▽
河
川
堤
防

　

７
月
〜
９
月
上
旬
の
予
定

▽
道
路

　

７
月
〜
９
月
上
旬
の
予
定

【
注
意
事
項
】

▽ 
刈
り
草
の
運
搬
は
、
原
則
と
し
て
希

望
者
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

刈
り
草
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
提
供

し
ま
す
。

▽ 

先
着
順
で
刈
り
草
が
な
く
な
り
次
第

終
了
と
な
り
ま
す
。

年
３
月
末
ま
で
に
免
許
取
得
見
込
み

の
人

※ 

た
だ
し
、
生
年
月
日
な
ど
の
関
係
で

取
得
で
き
な
い
人
は
、
令
和
４
年
度

中
に
取
得
で
き
る
人

【
試
験
日
時
・
場
所
】

▽
第
１
次
試
験

　

９
月
19
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

大
洲
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル
他

▽
第
２
次
試
験

　

令
和
３
年
11
月
上
旬
予
定

※ 

第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま

す
。

【
受
付
期
間
】

▽ 

７
月
１
日
㈭
か
ら
８
月
６
日
㈮
ま
で

の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
（
郵
送
の
み
）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
本
部
総
務
課　

☎
㉔
２
６
６
６

　

詳
細
は
、
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://ozu119.jp/

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

刈
り
草
を
提
供
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
土
木
事
務
所　

☎
㉔
５
１
２
１

河
川
港
湾
課
河
川
港
湾
グ
ル
ー
プ

内
線
２
８
０

道
路
課
道
路
第
二
グ
ル
ー
プ

（
補
修
担
当
）
内
線
３
１
８

刈り草は
『有効な資源』です

敷き草として

堆肥の原料として

飼料として
道路に草が繁茂すると
・見通しが悪く危険
・道路幅が減少する

草刈により、
・見通しが良くなる
・本来の道路幅を確保

大洲地区消防
事務組合ホー
ムページ
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矯正職員採用
広報ホームペ
ージ

おし
ら
せ

　

現
在
の
国
民
健
康
保
険
証
（
黄
色
）

の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
㈯
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
（
緑
色
）
は
、
７
月

下
旬
に
簡
易
書
留
で
各
世
帯
へ
送
付
し

ま
す
。

　

有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
、
細

か
く
裁
断
し
、
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
年
金
課
国
保
係　

☎
㉔
１
７
１
３

　

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害

は
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
力
で
襲

っ
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
頃
か
ら
防
災
対
策
を
し

て
お
く
こ
と
で
、
被
害
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
や
家
族
の
身
の
安
全
を
守
る
た

め
に
防
災
対
策
を
知
り
、
一
人
ひ
と
り

が
災
害
へ
の
備
え
を
継
続
し
、
次
の
こ

と
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
避
難
場
所
、
避
難
経
路
、
避
難
方
法

な
ど
に
つ
い
て
家
族
で
確
認

▽
家
族
分
の
備
蓄
を
準
備
（
最
低
３
日

分
、
理
想
は
１
週
間
分
）

▽
感
染
症
対
策
の
た
め
、
マ
ス
ク
な
ど

の
準
備

▽
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
て
お
風
呂
の

水
を
貯
め
て
お
く

▽
地
震
に
備
え
て
家
具
や
棚
は
固
定

▽
ブ
レ
ー
カ
ー
を
オ
フ
に
し
て
避
難

　

近
年
、
各
地
で
大
雨
や
台
風
に
よ
る

河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、

多
く
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

台
風
や
前
線
の
影
響
に
よ
る
豪
雨
災

害
は
突
然
や
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な

く
、あ
る
程
度
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
、

事
前
に
備
え
れ
ば
被
害
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
台
風
に
備
え
、
次
の

こ
と
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
ら
で
き
る
防
災
対
策

刑
務
官
採
用
試
験

大
ち
ゃ
ん
ス
タ
ン
プ

の
使
用
期
限

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新

台
風
に
対
す
る
備
え

▽
台
風
が
接
近
し
て
い
る
際
に
は
、
ニ
ュ

ー
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
台
風
の
進

路
や
予
想
さ
れ
る
雨
量
な
ど
を
確
認

▽
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
自
分
が
住
ん

で
い
る
地
域
の
危
険
性
を
確
認

▽
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認

▽
持
ち
出
す
も
の
を
あ
ら
か
じ
め
準
備

▽
自
宅
の
屋
根
や
外
壁
、
窓
ガ
ラ
ス
な

ど
を
日
頃
か
ら
点
検
し
、
破
損
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
補
修

▽
自
宅
周
辺
の
水
の
流
れ
を
よ
く
す
る
た

め
に
、
側
溝
や
排
水
路
な
ど
を
掃
除

▽
停
電
時
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や
携
帯

ラ
ジ
オ
な
ど
を
準
備

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
消
防
署
本
署　

☎
㉔
０
１
１
９

長
浜
支
署　
　
　
　

☎
�
０
１
１
９

川
上
支
署　
　
　
　

☎
34
２
８
５
１

　

人
事
院
・
法
務
省
に
よ
る
刑
務
官
採

用
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
。

【
試
験
日
】

▽
第
１
次
試
験　

９
月
19
日
㈰

▽
第
２
次
試
験（
第
１
次
試
験
合
格
者
）

10
月
21
日
㈭
か
ら
10
月
27
日
㈬
の
い
ず

れ
か
指
定
す
る
日

【
受
付
期
間
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
７
月
20
日
㈫
午
前

９
時
〜
７
月
29
日
㈭
（
受
信
有
効
）

【
受
験
資
格
】

①
刑
務
Ａ
、
刑
務
Ａ
（
武
道
）

　

刑
務
Ｂ
、
刑
務
Ｂ
（
武
道
）

平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

②
刑
務
Ａ
（
社
会
人
）、
刑
務
Ｂ
（
社

会
人
）

昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

※
①
、
②
と
も
に
、
Ａ
は
男
子
、
Ｂ
は

女
子
の
み
。
武
道
受
験
者
は
高
松
刑

務
所
で
受
験
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
松
矯
正
管
区　

職
員
課

☎
０
８
７
（
８
２
２
）
４
４
６
９

松
山
刑
務
所　

庶
務
課

☎
０
８
９
（
９
６
４
）
３
３
５
５

旧
大
ち
ゃ
ん
ス
タ
ン
プ
（
左
図
の
上
）

が
７
月
31
日
㈯
を
も
っ
て
使
用
期
限
最

終
と
な
り
ま
す
。
８
月
１
日
㈰
以
降
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
新
し
い
大
ち
ゃ
ん
ス

タ
ン
プ
（
左
図
の
下
）
は
、
４
月
20
日

㈫
か
ら
配
布
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合
☎
㉔
１
８
７
０

情  報
ひろば
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松 山 東 高 等
学校（通信制）
ホームページ

　

松
山
東
高
等
学
校
は
、
通
信
制
課
程

の
あ
る
県
内
唯
一
の
公
立
高
等
学
校
で

す
。
令
和
３
年
度
後
期
（
10
月
）
の
入

学
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ
先
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
入
学
資
格
】

▽
令
和
３
年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
し

た
人
、
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
を
修
了
し
た
人

▽
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
人

▽
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
後
期
課

程
に
在
学
中
ま
た
は
中
途
退
学
し
た

人
【
出
願
期
間
】

９
月
１
日
㈬
〜
９
月
10
日
㈮
必
着

【
留
意
事
項
】

　

本
人
以
外
に
は
、
入
学
願
書
を
お
渡

し
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

☎
０
８
９
（
９
４
５
）
０
１
３
１

https://m
atsuyam

ahigashi-h-c.
esnet.ed.jp/

【
対
象
者
】

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り

本
人
お
よ
び
そ
の
家
族

【
費　

用
】
無
料

【
実
施
日
時
】
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
祝
日
を
除
く

【
申
し
込
み
方
法
】

電
話
相
談
（
随
時
）、来
所
相
談
（
予
約
）

※
併
せ
て
精
神
保
健
に
関
す
る
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。
保
健
師
が
対
応
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

八
幡
浜
保
健
所　

精
神
保
健
係

（
八
幡
浜
市
北
浜
１
丁
目
３
番
37
号
）

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
４
１
１
１

　

再
就
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、

新
た
な
技
能
・
技
術
お
よ
び
専
門
知
識

を
身
に
つ
け
る
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
度
10
月
期
生
を
募
集
し

ま
す
。

【
募
集
科
名
】

▽
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
科

▽
溶
接
も
の
づ
く
り
科

▽
電
気
設
備
技
術
科

▽
住
宅
・
福
祉
リ
フ
ォ
ー
ム
科

【
訓
練
期
間
】

10
月
５
日
㈫
〜
令
和
４
年
３
月
29
日
㈫

【
募
集
期
間
】

７
月
26
日
㈪
〜
８
月
27
日
㈮

【
受
講
対
象
者
】

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
な
ど
の
求
職
者

の
人
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講
指
示
・

推
薦
を
受
け
ら
れ
る
人

【
受
講
料
】

無
料
（
教
科
書
、
作
業
服
な
ど
の
自
己

負
担
あ
り
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
愛
媛　

訓
練
課

松
山
市
西
垣
生
町
２
１
８
４

☎
０
８
９
（
９
７
２
）
０
３
２
９

　

愛
媛
県
立
新
居
浜
産
業
技
術
専
門
校

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

本
校
の
概
要
（
科
目
、
資
格
、
就
職

先
な
ど
）
説
明
と
実
習
風
景
の
見
学
や

体
験
を
通
し
て
、
進
路
選
択
の
参
考
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

※
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
の
実
施
、

体
調
不
良
や
感
染
拡
大
地
域
を
訪
問

（
直
近
２
週
間
）
し
た
場
合
は
、
ご

遠
慮
い
た
だ
く
な
ど
の
感
染
症
拡
大

防
止
策
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
科　

目
】

高
等
学
校
卒
業
者
（
離
職
者
な
ど
を
含

む
）
を
対
象
と
し
た
２
年
間
課
程
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
自
動
車
整
備
課
、
メ

タ
ル
技
術
科

【
実
施
日
程
】

７
月
21
日
㈬
、
７
月
30
日
㈮
、
８
月
７

日
㈯
、
８
月
21
日
㈯
、
８
月
27
日
㈮

※
全
て
体
験
型

午
前
９
時
〜
11
時
40
分

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
２
―
０
０
６
０

新
居
浜
市
大
生
院
１
２
３
３
―
２

新
居
浜
産
業
技
術
専
門
校

☎
０
８
９
７
（
４
３
）
４
１
２
３

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制

課
程
後
期
入
学
生
募
集

ひ
き
こ
も
り
相
談

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
愛
媛

10
月
期
生
募
集

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
ご
案
内

ポリテクセンター
愛媛ホームページ
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　長浜高等学校では、昼食時間になると購買部に生徒
の行列ができます。生徒たちが買い求めるのは40年
以上長浜高等学校で生徒たちのおなかを満たしてきた

「まことや」さんのパンです。
惣
そう

菜
ざい

パンやクリームパンなど、すべて手作りで、毎
日、昼の販売時間に合わせて焼き上げてもらっていま
す。優しさのこもった温かい手作りパンを高校生でも
買いやすい価格で販売しているので、昼休みに美味し
いパンを頬

ほお

張ることができます。

―次回は帝京第五高等学校からです。

　なかには、「毎日このパンを食べています」と話
す生徒もいて、長浜高等学校にはなくてはならない
存在であり、私たちの元気の源になっています。
　長浜高等学校は、昼食時間も地域のみなさんの温
かい気持ちを感じることができる学校です。
　今日もおいしいパンを食べて、勉強や部活動を頑
張っています。

　私は、徳島県東みよし町出身で大
学卒業後、下

げ

駄
た

を製作していた実家
の取引先であった長浜木履工場で修
業を始め、先代社長の福本紀

とし

孝
たか

さん
に下駄づくりの技術を教わりました。
長浜木履工場は、昭和24年創業、下
駄の製作過程で分業制をとっている
企業が多いなか、木材の加工から鼻
緒の取付まで一貫して行っています。
材料には、主に愛媛県や高知県産の
ヒノキやスギなどを使用しています。

有限会社 長浜木
もく

履
り

工場
（長浜町晴海1－2　☎52－1234）

伝統工芸士

齊
さい

藤
とう

大
だい

地
ち

　さん

「若い人が靴やサンダルに代わ
って履きたいと思う下駄をつく
りたい」と話す44歳。

日本伝統の履物で足から健康になってほしい

　下駄職人は 1 人前になるのに最低
10年はかかると言われています。昨
年 3 月に伝統工芸士の認定を受けま
したが、まだ100％ではなく、伝統を
継ぐ職人としての自覚をもって、喜
んでもらえる下駄づくりに今後も精
進していきたいと思います。
　最近は、障がい者アーティストと
コラボした色鮮やかなアートサンダ
ル「C

キ ャ ン ダ ル

andal」を発売するなど新しい
取組を進めています。また、下駄を
履くことが健康づくりにつながった
り、バランス感覚を磨くためにスポー
ツ選手が愛用していることで注目さ
れ、愛用者も増えています。
　下駄を通じて子供たちに木と触れ
合う体験をしてもらい、履いてみた
いと思える履き心地の良い商品づく
りを目指していきたいと思います。

「八
や

ツ折
おれ

下
げ

駄
た

」（下駄の台の部分に切り込
みが入っています）

－継ぐモノ－ Vol.52

級 若モン

集まれ
オー
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図書館

（本文紹介TRCマークより）

※ 図書館のホームページで図書の検索や予約ができます。

　家族が認知症になった。悪気は
ない。それでも周囲に迷惑をかけ
てしまう。家族以上に戸惑い、苦
悩しているのは本人なのではない
か。認知症患者の不安や苦しさを

「当事者」の目線で描く。

　Aの辞書に出ていることばがBの
辞書にないのは？かつて載ってい
たことばがいつのまにか消えてし
まった理由は？国語辞書16点を徹
底的に引き比べ、時代とともに進
化する辞書の選び方、愉しみ方、
つきあい方を楽しく紹介。

全員悪人
村井理

り

子
こ

著　出版：CCCメディアハウス

比べて愉しい国語辞書ディープな読み方
ながさわ著　出版：河出書房新社

（本文紹介TRCマークより）

不
ふ

思
し

議
ぎ

な店
みせ

の店
てん

主
しゅ

から、触
さわ

るとキャ
ラ変

へん

してしまうサイコロをもらったナナ。
引
ひ

っ込
こ

み思
じ

案
あん

だったナナはそれから少
すこ

しずつ変
か

わっていく。そんなある日
ひ

、親
しん

友
ゆう

のポポがいなくなり、ナナは勇
ゆう

気
き

を
出
だ

して彼
かの

女
じょ

を探
さが

しにいくことに…。

ろくぶんの、ナナ（児
じ

童
どう

書
しょ

）
林
はやし

けんじろう作
さく

、高
たか

橋
はし

由
ゆ

季
き

画
が

出
しゅっ

版
ぱん

：岩
いわ

崎
さき

書
しょ

店
てん

オススメ新着図書

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

■＝ 7 月の休館日

開館時間
午前 9時30分～午後 6時

 河辺分館のみ
平日は午後 5 時まで
土日祝日は午後 1 時まで

※ 31日㈯は、館内図書整理日のため
休館します。

大洲市立図書館　　大洲市立図書館　　☎☎ 5959ーー41114111

長浜分館 　長浜分館 　☎☎ 5252ーー11211121

肱川分館 　肱川分館 　☎☎ 3434ーー23192319

河辺分館　 　河辺分館　 　☎☎ 3939ーー25512551

（一般）「夏！アウトドア！」

（児
じ

童
どう

） 「じてんを使
つか

おう」7月展示

大
おお

洲
ず

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

では、恒
こう

例
れい

の夏
なつ

のおはなし会
かい

を開
かい

催
さい

します。
今
こ

年
とし

は、おばけや妖
よう

怪
かい

が出
で

てくる、ちょっとだけ
こわいお話

はなし

を用
よう

意
い

しています。ぜひお気
き

軽
がる

に足
あし

を運
はこ

んでください。事
じ

前
ぜん

申
もう

し込
こ

みは不
ふ

要
よう

ですが、間
かん

隔
かく

を
空
あ

けて座
すわ

れるよう、定
てい

員
いん

を先
せん

着
ちゃく

18人
にん

程
てい

度
ど

とします。
　 8 月

がつ

には、小
しょう

学
がく

4 年
ねん

生
せい

くらい～大
お と な

人を対
たい

象
しょう

とした
「もっとこわ～いおはなし会

かい

」の開
かい

催
さい

を予
よ

定
てい

していま
す。
※ 新

しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

の影
えい

響
きょう

により、中
ちゅう

止
し

・
内
ない

容
よう

変
へん

更
こう

となる場
ば

合
あい

があります。

日
にち

時
じ

7 月
がつ

24日
にち

㈯
ど

午
ご

後
ご

2 時
じ

～ 2 時
じ

40分
ふん

対
たい

象
しょう

幼
よう

児
じ

～小
しょう

学
がく

3 年
ねん

生
せい

くらい

場
ば

所
しょ

大
おお

洲
ず

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

1 階
かい

コミュニティホール

「ちょっとこわいおはなし会
かい

」のご案
あん

内
ない

図
と

書
しょ

館
かん

クイズにレッツチャレンジ

図
と

書
しょ

館
かん

クイズにチャレンジしてみませんか。大
おお

洲
ず

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

2 階
かい

の児
じ

童
どう

コーナーでは、夏
なつ

休
やす

み期
き

間
かん

中
ちゅう

に小
しょう

学
がく

1 ～ 6 年
ねん

生
せい

を対
たい

象
しょう

としたクイズを用
よう

意
い

しています。図
と

書
しょ

館
かん

にある本
ほん

や資
し

料
りょう

を使
つか

って、ク
イズの答

こた

えを探
さが

しましょう。 2 週
しゅう

間
かん

ごとに問
もん

題
だい

が
変
か

わりますので、全
ぜん

問
もん

正
せい

解
かい

を目
め

指
ざ

してチャレンジ
してみてください。
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保健センター 大洲市保健センター　☎23ｰ0310
長浜保健センター　　☎52ｰ3055

肱川保健センター　☎34ｰ2340
河辺保健センター　☎39ｰ2111

小 児 在 宅 当 番 医 小 児 在 宅 当 番 薬 局

（診療時間：午前 9 時～12時、午後 2 時～午後 5 時　※は午後 6 時まで）
小児在宅当番での外科治療は対応困難なため、けがの場合は、当日の救急病院をご利用ください。

※�記載のない休日は当番医療機関が院内で薬を処方します。お薬手帳を持
参してください。

4 日㈰ 一次救急休日・夜間診療所※ 八幡浜市大平 ☎0894（24）1199
11日㈰ みかんこどもクリニック※ 八幡浜市白浜通 ☎0894（20）8800
18日㈰ おおくぼこどもクリニック 大 洲 市 徳 森 ☎0893（57）9366
22日（木・祝） 一次救急休日・夜間診療所※ 八幡浜市大平 ☎0894（24）1199
23日（金・祝） お お む ら 小 児 科 内 子 町 城 廻 ☎0893（44）7117
25日㈰ 守 口 小 児 科 ※ 八幡浜市産業通 ☎0894（24)7770

11日㈰ し ら は ま 薬 局 八幡浜市白浜 ☎0894（35）7031
18日㈰ す ず ね 薬 局 大洲市徳森 ☎0893（57）9688

　急に子どもの体調が悪くなった際、医師や看護師などが
家庭での応急対処の方法など、電話でアドバイスします。

【利用時間】平　日　午後 7 時～翌日午前 8 時
　　　　　　土　曜　午後 1 時～翌日午前 8 時
　　　　　　日・祝　午前 8 時～翌日午前 8 時

子ども医療電話相談　＃８ ０ ０ ０

こどもの救急（Webサイト）
夜間や休日などに病院を受診するかどうか、判断の目安を提供しています。

【対象年齢】生後 1 カ月～ 6 歳
http://kodomo-qq.jp/　公益社団法人 日本小児科学会 監修

7 月の各種健（検）診など
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、日程などを変更することがあります。その際は、対象者および申込者へお知らせします。

●不明な点がありましたら、各保健センターまで問い合わせください。

　妊産婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ・ママほっと広場）　

　乳幼児関係　

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

7 月 9 日㈮

午後 1 時～
1 時20分

大洲市
保健センター

こんにちは赤ちゃんクラブ（日中編）
【対象者】妊婦とその家族
【内容】・妊娠中や産後に気をつけること
　　　 ・先輩ママとの交流会

▽母子健康手帳
▽筆記用具

午後 1 時30分～
2 時

ママほっと広場
【対象者】初めて子育てをしている生後 2 ～

3 カ月の赤ちゃんがいるママ、希望者
【内容】ママ同士の交流会、子育て相談など

▽母子健康手帳
▽バスタオル

7 月16日㈮
①午後 6 時50分
②午後 7 時30分
　各回 6 組

大洲市
保健センター

こんにちは赤ちゃんクラブ（夜間編）
【対象者】出産予定日が 8 月～11月の人
【内容】▽赤ちゃんのお風呂　▽パパの妊婦体験
※ 7 月15日㈭までに申し込みください。

▽母子健康手帳
▽エプロン
▽タオル
▽カメラ（携帯）

3 歳児健診を受ける際は、事前にご家庭でチャイルドノートに掲載してある、目と耳の検査をしてからお越しください。
　成人関係
問診票などは、健（検）診日の 4 ～ 5 日前に届きますので、締切日までに申し込みください。
本人確認のため保険証と送られた問診票などを持参してください。

●健（検）診の申し込み方法は、広報おおず 4 月号、健康チェックカレンダー、市公式ホームページをご覧ください。

実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
7 月 6 日㈫

午後 0 時30分～
1 時30分 大洲市

保健センター

4 カ月児健診　  　（令和 3 年 2 月生） ▽母子健康手帳
▽アンケート
▽バスタオル
★ 10カ月児育児相談のみ

ハンドタオルも必要です

7 月13日㈫ 1 歳 6 カ月児健診（令和元年12月生）
7 月27日㈫ 3 歳児健診　　　 （平成30年 6 月生）
7 月 7 日㈬ 予約制 10カ月児育児相談（令和 2 年 9 月生）

▽特定・後期高齢者・39歳以下健診、がん（胃・肺・大腸・前立腺・乳・子宮頸）検診

▽乳房超音波検査 《追加日程》

実施日 申込締切日 場所／受付時間 実施日 申込締切日 場所／受付時間
  7 月20日㈫※ 7 月 1 日㈭ 大洲市保健センター

午前 8 時30分～11時   7 月29日㈭　 7 月 9 日㈮ 三善公民館
午前 8 時30分～10時30分  7 月21日㈬※ 7 月 5 日㈪

  7 月27日㈫　 7 月 7 日㈬ 上須戒公民館
午前 8 時30分～10時30分

  8 月10日㈫※ 7 月21日㈬ 大洲市保健センター
午前 8 時30分～11時8 月11日㈬

  7 月28日㈬　 7 月 8 日㈭ 八多喜公民館
午前 8 時30分～10時30分 8 月17日㈫ 7 月29日㈭ 柳沢公民館

午前 8 時30分～10時30分
※ 7 月20日㈫、 7 月21日㈬、 8 月10日㈫は肺がんＣＴ検診を実施します。
肺がん検診は、レントゲン検診とＣＴ検診のどちらかの選択となります。

【婦人がん検診受付時間】▽乳がん検診　午後 1 時～ 1 時30分もあります。　▽子宮頸がん検診　　午後 1 時～ 1 時30分のみです。
【対象者】　　
▽特定健診 40～74歳の国保加入者（該当者には特定健康診査受診券などを 5 月中旬に送付しています。）
▽後期高齢者健診　75歳以上の人　
▽各種がん検診　40歳以上の人（ただし、子宮頸がん検診は20歳以上、前立腺がん検診は50歳以上）
▽肝炎ウイルス検診　40歳以上で、過去にこの検診を受けたことがない人

実施日 申込締切日 場　　所 自己負担金／受付時間
7 月21日㈬ 7 月 5 日㈪ 大洲市保健センター 　1,500円　　　／　　午前 8 時30分～11時
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一般歯科・矯正歯科・小児歯科

大洲市東大洲1649-1

土・日も診察しております。
火曜日は訪問診療のため、一般外来は休診

ハロー歯科クリニック

0893-25-1184

歯科用
CT設置

診 療 時 間
午前 10：00～13：00 休診

休診

休診

休診午後 14：30～20：00 18：00

月
● ▲

▲●
●
●

● ●
●

火 水 木 金 土日 祝

人生のリスタートをサポートします ！

弁護士 村上勝也（愛媛弁護士会所属）
借金，夫婦・男女問題，交通事故，相続，成年後見などご相談ください。

村上勝也法律事務所
相談料は（１時間ごと）

個人的なご相談は 5000円（税別） １万円（税別）

そして詳細はウェブサイトへ！ http://www.murakami-law.net
大洲市中村 231愛媛舗道ビル２階 1号
（JR大洲駅から走って 1分・徒歩 2分）

事業者のご相談は

まずはお気軽にお電話ください！ ☎0893ｰ57ｰ6266
一定の資力以下の方には 無料法律相談 もあります。また弁護士費用の 分割払い 制度もあります。

LINE@始めました

各種相談ガイド各種相談ガイド （曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

無料法律相談　※要電話予約
時　 7 月15日㈭　午後 2 時～ 4 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4111

無料労務相談　※要電話予約
時　 7 月15日㈭　午後 2 時～ 4 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4111

年金出張相談　※要電話予約
時　 7 月 8 日㈭ ･ 29日㈭
　　午前10時～午後 3 時30分
場　総合福祉センター
問　松山西年金事務所　☎089（925）5105

行政相談（総務省）
大洲地域
時　 7 月20日㈫　午前 9 時～正午
場　市役所 3 階第 2 会議室
問　総務課行政係　☎24－1724
長浜地域
時　 7 月30日㈮　午後 1 時～ 4 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　長浜支所　☎52－1111

不動産無料相談
時　 7 月15日㈭　午前10時～午後 4 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱　☎25－1747

人権相談
大洲地域
時　 7 月15日㈭　午前10時～正午
場　柳沢公民館
時　 7 月20日㈫　午前10時～正午
場　市役所 3 階第 1 会議室
問　急ぐときは法務局大洲支局
　　☎0570（003）110
　　人権啓発課　☎24－1746

子育て相談
家庭児童相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　子育て支援課
問　☎24－5718
家庭教育・子育て相談
時　 月・火・木・金曜日の午前 9 時～午後 4 時
場　 大洲子育てサポートそよ風（喜多小学校内）
問　☎24－4580

 おおずふれあいスクール相談
【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場 国立大洲青少年交流の家（自然環境館 3 階）
問　☎24－1414

青少年相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　青少年センター（教育委員会内）
問　☎24－7830

心配ごと相談
大洲地域
時　〔 一般相談〕毎週月・水曜日
　　〔  法律相談〕
　　　弁護士　※ 要電話予約
　　　毎月第 1 ・ 3 火曜日
　　　司法書士など　
　　　毎月第 2 ・ 4 ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～午後 3 時
　　〔  介護相談〕毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1 時～ 4 時
場　総合福祉センター
問　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
    （相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　 7 月30日㈮　午後 1 時～ 4 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　社会福祉協議会長浜支所　☎52－1194
肱川地域
時　 7 月 5 日㈪　午後 1 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　社会福祉協議会肱川支所　☎34－2312
河辺地域
時　 7 月 9 日㈮　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　社会福祉協議会河辺支所　☎39－2510

物忘れ相談 ※要電話予約
時　 7 月28日㈬　午後 1 時30分～ 2 時30分
場　総合福祉センター 1 階応接室
問　地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　　☎24－1714

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【午前 8 時30分～午後 5 時30分】 夜間帯 【午後 5 時30分～翌午前 8 時30分】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加  戸  病  院（内子町）
☎44－5500

喜多医師会病院（東大洲）
☎25－0535

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金・土 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

日 大洲中央病院（東大洲）
☎24－4551（～午後 6 時）

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】大洲市東大洲
【電　　話】0893（23）1156
【診療科目】内科
【診療日時】平日・土曜日　午後 7時～午後10時
　　　　　 日曜日・祝日　午前 9時～午後 6時
　　　　　 日曜日（夜間）　午後 7時～午後10時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

27 広報おおず 2021年７月号



南予地域で働く皆さんの味方です。
なんでも労働相談ダイヤル・無料

相談：rengo-ehime-nanyo@coral.plala.or.jp

労働問題等でお困りの方は連合愛媛まで

連合愛媛南予地域協議会
宇和島市中央町２丁目４番10号
TEL 0895-28-6679
FAX 0895-28-6689

0120－154－052
い　こ う     よ 連     合      に

秘密厳守

牛鬼すとりーと

宇和島
労働会館
２階

岩　村
万年堂

焼肉　銀

イル・フィオーレ

南予
文化
会館

http://www.rengo-ehime.jp/ 

古新聞・古雑誌・ダンボール・
アルミ缶・スチール缶

1kg

２ポイント

ポイントを貯めて
５００ポイントで

商品券と交換
500円分の

0893-25-3329
（有）クリーンセンター 大洲市菅田町菅田甲3051-1

ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
バイパス大洲南出入口（北只
交差点）より旧56号線へ150m大洲店 24-5700

【営業時間】 9：00～20：00 【定休日】水曜日・7日

6/8 K18買取 ￥4,900/g ブランド品販売
貴金属・商品券 高価買取 質預りも

当社ホームページ
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   代表 鶴岡　千
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こ

さん（右）

        津田　真
ま

弓
ゆみ

さん（左）

がんばるひとがんばるひと
おおずの元気

　CONI CONI CLUBは、平成11年に当時の愛護班や小
学校の保護者の仲良しグループで集まったのが始まり
で、今年で22年目を迎えました。メンバーは結成当初か
ら変わらない９人と「はたっキー」を加えた10人で活動
しています。「CONI CONI」の由来は、「コニコニ」と
言い続けていると「ニコニコ」になり、活動を続けるこ
とで笑顔になっていきたいとの思いを込めています。
　現在は、第１と３土曜日に八多喜駅で観光列車「伊予
灘ものがたり」に「はたっキー」と一緒に「お手振り」
をしています。また、八多喜地区の敬老会、夏祭りなど
のイベントや福祉施設でスコップ三味線の演奏を行って
います。楽器はお揃いのスコップ、栓抜きのバチで音楽
に合わせてスコップを叩いてリズムを奏でます。レパー
トリーは「帰ってこいよ」「千本桜」「浪速節だよ人生は」
の３曲ですが、青森県で開催されている世界大会に出場
することを目指しています。
　長く活動を続けられているコツは、自分たちが楽しみ
たいと思ってやっていることが、結果として見ているみ
なさんにも楽しんでもらい、それが地域の盛り上りにつ
ながればよいと考えていること。料理や手芸、小道具づ
くり、写真編集、企画などメンバーそれぞれ違う得意分
野があるので、お互いの良さを認め合いながら、自分自
身を高めていくことが大切です。コロナ禍で集まること
が難しい状況ですが、グループＬＩＮＥでつながりを保
ち、情報交換しながらアフターコロナの計画を練ってい
ます。平均年齢は、60歳を超えましたが、心の年齢は、
いつまでも38歳。今後は、仲間が集まり、助け合えるよ
うなサロンのような場をつくることもやってみたいと
思っています。若いみなさんも知り合った人との出会い
を逃さないで、長く続く関係を築いていってください。

　平成30年７月豪雨災害から３年を迎えるに当た
り、災害で犠牲となられた方々に哀悼の意を表す
るため献花台を設置します。今年は、新型コロナ
ウイルス感染症対策として献花時間を分散できる
よう自由に献花する方式をとります。参列の際は、
マスクの着用など基本的な感染症対策を徹底して
ください。
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　なお、献花用の花は会場に用意していますので、
ご供物、ご供花などの持参はご遠慮ください。
▽日時：７月７日㈬　午前９時30分～午後３時
▽場所：市役所２階大ホール
※ 当日、午前９時30分に防災行政無線のサイレン
を鳴らしますので、ご家庭や職場などで黙とうを
捧
ささ

げてください。
【問い合わせ先】総務課行政係　☎24－1724

献花台を設置します

スコップ三味線の演奏（一番右が「はたっキー」）


